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	現地調査結果（庄川扇状地の地下水現況）
	地下水ポテンシャル分布
	地下水位変動
	水理地質
	自噴高調査
	
	測定された自噴高は20cm～1ｍ程度であるが、場所によっては1.5ｍ以上の高い自噴高を示す井戸もある。全体として自噴高は庄崛
	第1回目（2月）と第2回目（7月）の測定結果を比較すると、7月に自噴高が上昇した井戸と逆に低下した井戸がある。また自�
	過去2回の測定結果を見る限り、このような自噴高の季節変化に明瞭な傾向は見出せなかった。ただし沿岸部・射水低地の自噴井戸では　


	塩水侵入実態調査
	
	No.1地点は海岸近傍に位置する井戸で、深度は不明である。検層結果を見るとGL-8m付近を境に電気伝導度は急激�
	No.2地点は海岸から約1.5km陸側に位置する井戸で深度は100ｍである。地表からGL-60m付近までは17\(�
	No.3地点は海岸から約2.5km陸側に位置する井戸で、深度は70ｍ程度である。当地点の検層結果を見ると、孔底付近まで3







